
鉄道の駅施設ではホームの照明のほかバリアフリー機器の導入等により、使用電力量が増加傾向にあります。
そのため鉄道事業者は、駅施設の設備機器に最新の省エネ技術を取り入れるなど、使用電力量の削減に努めています。
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阪神電鉄
　

阪
神
電
鉄
で
は
、
阪
神
な
ん
ば
線
（
阪
神
西
九

条
駅
～
近
鉄
難
波
駅
間
）
の
開
通
に
合
わ
せ
、
現

在
の
西
大
阪
線
と
本
線
の
接
続
駅
で
あ
る
尼
崎

駅
に
お
い
て
大
規
模
な
改
良
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
改
良
工
事
で
は
、
完
成
後
、
駅
の
大
型

化
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
よ

り
、
使
用
電
力
量
の
大
幅
な
増
加
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
駅
の
照
明
設
備
を
中

心
と
し
た
新
た
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
取
り
組
み

と
し
て
、
照
明
制
御
方
式
等
を
改
良
し
た
ホ
ー
ム

照
明
の
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
調

光
可
能
な
新
型
の
高
効
率
照
明
器
具
を
採
用
し
、

Ｉ
Ｔ
技
術
等
を
駆
使
し
た
照
明
制
御
シ
ス
テ
ム
を

開
発
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
必

要
照
明
器
具
台
数
も
低
減
で
き
、
使
用
電
力
量

は
従
来
に
比
べ
約
53
％
削
減
で
き
る
見
込
み
で

す
。
さ
ら
に
、
調
光
制
御
に
よ
り
、
照
度
ム
ラ
が

改
善
で
き
、
照
明
環
境
も
向
上
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
は
、「
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
改

善
し
つ
つ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
コ
ス
ト
削
減
を
図

り
、
安
全
か
つ
適
切
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
」
施
策
の
ひ
と
つ
と
な
る
も
の
で
す
。

　

平
成
21
年
３
月
20
日
開
通
予
定
の
阪
神
な
ん

ば
線
の
各
新
駅
に
お
い
て
も
、
同
様
の
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

【尼崎駅ホーム照明の省エネルギー制御】

完成後、尼崎駅は４両、６両、10両編成の列車による運用を計画しています。車両編成によるホーム使用エリアの

変更に対応させて、使用しないエリアの照度を50％に自動制御することで、省エネを図っています。

■ホーム使用エリア毎に照明を制御

駅設備の照明は、設定時間に「入」「切」操作を行うスケジュー

ル制御が一般的です。尼崎駅では照度センサーと調光器具を

組み合わせ、外光（屋外の明暗）に合わせて段階的に調光制

御を行い、省電力化を図っています。

■外光に合わせ段階的に調光制御 調光度

100％

75％

50％

25％

点消灯制御
↓

調光制御

日没
↓

省電力

17　 　18　　 19　　 20　　 21　 　22　 　23　 　時間

←

●朝ラッシュ
100％点灯

●昼間・夕ラッシュ

●早朝・深夜
100％点灯50％点灯 50％点灯

50％点灯 100％点灯 50％点灯


